
 大阪府 全国

完全失業率 7.7% （全国最悪）

実質賃金 ▲3.1％ ▲2.5％

非正規労働者率 38.6% 33.7%

企業倒産件数 2,375件 ―

（前年比） 10.6%増 1.1%減

生活保護率 26.4% 12.5%

保育所待機児数 4,682人
※全国の1割
※全国3位

0.264% 0.125% 

民
間
と
の
役
割
分
担
④
持
続
可
能
性
の

確
保
⑤
経
営
の
視
点
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
重
視
の
５
点
を
「
改
革
の
視
点
」
と

し
「
市
町
村
へ
の
権
限
委
譲
」
「
民
間

委
託
の
推
進
」
「
民
間
の
経
営
手
法
等

の
取
り
入
れ
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
計
画
期
間
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の
３
年

間
と
し
、
改
革
効
果
額
と
し
て
、
平
成

23
年
度
１
２
５
億
円
、
平
成
24
年
度
１

６
５
億
円
、
平
成
25
年
度
１
８
５
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年

４
月
に
発
表
さ
れ
た
「
今
後
の
財
政
収

支
の
見
通
し
（
粗
い
試
算
）
」
で
は

「
収
入
の
範
囲
内
で
予
算
を
組
み
、
実

質
公
債
費
比
率
を
早
期
健
全
化
基
準

（
25
％
）
以
上
に
し
な
い
た
め
に
は
、

『
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
』
の
取
組
期

間
（
23
〜
25
年
度
）
中
、
毎
年
、
要
対

応
額
が
９
６
０
〜
１
１
３
０
億
円
」
必

要
と
し
て
お
り
、
今
回
示
さ
れ
た
「
改

革
効
果
額
」
と
は
大
き
な
差
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
こ
の
差
を
解
消
す
る
た
め

に
、
人
件
費
抑
制
や
さ
ら
な
る
府
民
施

策
の
切
捨
て
が
強
行
さ
れ
る
こ
と
も
危

惧
さ
れ
ま
す
。

「
歳
出
改
革
」
と
し
て
、
市
町
村
振

興
補
助
金
、
私
学
助
成
、
大
阪
府
育
英

会
助
成
費
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
、

中
小
企
業
向
け
制
度
融
資
、
公
営
（
公

共
）
住
宅
の
行
政
投
資
の
あ
り
方
な
ど

を
主
要
分
析
事
業
に
挙
げ
、
見
直
し
の

方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
０

０
事
業
の
評
価
・
点
検
を
行
っ
た
と
し
、

障
が
い
者
福
祉
施
設
機
能
強
化
推
進
事

業
、
千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
支
援
事

業
な
ど
８
事
業
に
つ
い
て
廃
止
、
病
院

事
業
費
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
営
事
業
、

大
気
汚
染
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
常
時

監
視
等
の
41
事
業
を
見
直
す
一
方
で
、

箕
面
森
町
や
御
堂
筋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

府構造改革プラン
｢たたき台｣公表

的
な
財
政
構
造
の
実
現
、
歳
出
歳
入
や

公
務
員
制
度
な
ど
自
ら
の
改
革
、
地
方

財
政
や
社
会
保
障
な
ど
に
つ
い
て
国
に

提
言
を
行
い
、
改
革
を
迫
る
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
間
の
賃
金
抑
制
や
人
員
削
減
、

府
民
施
策
の
切
捨
て
な
ど
に
よ
っ
て
、

府
民
・
職
員
の
生
活
は
悪
化
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
当
局
自
ら
も
認
め

て
い
る
よ
う
に
大
阪
の
雇
用
・
経
済
状

況
の
悪
化
は
、
全
国
的
に
見
て
も
最
悪

の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

府
職
労
は
「
府
民
の
生
活
や
営
業
を
支

え
る
府
政
に
す
べ
き
」
と
一
貫
し
て
要

求
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
職
員
の
賃
金

抑
制
を
直
ち
に
中
止
し
、
府
民
の
生
活

や
営
業
を
応
援
す
る
施
策
を
充
実
さ
せ

て
こ
そ
、
府
民
の
消
費
購
買
力
が
高
ま

り
、
経
済
活
性
化
へ
と
つ
な
が
る
の
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
「
改
革
」
こ
そ
が

必
要
で
す
。

「
基
本
的
考
え
方
」
で
は
、
①
国
と
の

役
割
分
担
②
市
町
村
と
の
役
割
分
担
③

府
当
局
は
６
月
30
日
に
「
大
阪
府
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
《
た
た
き
台
》
」

を
公
表
し
ま
し
た
。
給
与
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
給
与
労
働
条
件
に
関
わ
る

重
大
事
項
に
も
言
及
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
労
使
協
議
も
行
わ
ず
、
府

民
に
公
表
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
、
労
使
協
議
を
否
定
す
る
も
の
で
す
。

府
職
労
は
当
局
に
断
固
抗
議
し
、
十
分
な
協
議
を
求
め
る
と
と
も
に
「
大
阪

府
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
に
反
対
し
、
職
場
か
ら
の
意
見
集
約
を
行
い
、

幅
広
い
府
民
団
体
や
府
民
と
の
共
同
を
広
げ
、
運
動
を
強
化
す
る
も
の
で
す
。

今
回
示
さ
れ
た
「
改
革
」
は
、
巨
大

開
発
に
つ
い
て
は
「
聖
域
化
」
し
、
府

民
に
「
サ
ー
ビ
ス
水
準
低
下
」
か
「
負

担
増
」
か
の
２
者
択
一
を
迫
り
、
財
政

難
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
は
「
国
へ
の
制
度
提
言
」
と
し

て
、
社
会
保
障
関
連
に
係
る
府
の
負
担

を
削
減
す
る
た
め
に
、
国
に
制
度
変
更

を
求
め
る
と
と
も
に
、
他
の
都
道
府
県

と
比
べ
て
余
分
な
持
ち
出
し
を
し
て
い

れ
ば
廃
止
・
引
き
下
げ
を
検
討
す
る
こ

と
も
明
確
に
し
て
お
り
、
自
治
体
本
来

の
役
割
を
放
棄
す
る
も
の
で
す
。

橋
下
知
事
は
、
こ
の
間
の
記
者
会
見

で
も
「
（
関
空
の
）
高
速
ア
ク
セ
ス
鉄

道
に
１
兆
円
の
投
資
を
し
て
も
十
分
回

収
で
き
る
」
「
（
法
人
税
実
効
税
率
引

き
下
げ
に
つ
い
て
）
今
ま
で
の
実
効
税

率
が
高
す
ぎ
た
」
な
ど
と
発
言
し
、
大

企
業
支
援
と
巨
大
開
発
推
進
の
姿
勢
を

鮮
明
に
し
て
い
ま
す
。

「
大
阪
府
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

は
、
府
の
役
割
を
「
競
争
に
よ
る
成
長

戦
略
」
「
広
域
的
な
課
題
」
の
み
に
限

定
し
、
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
基
本
」
（
地
方
自
治
法
）
と
す

べ
き
地
方
自
治
体
の
役
割
を
大
企
業
支

援
と
巨
大
開
発
へ
と
変
質
さ
せ
、
橋
下

知
事
の
政
治
的
野
望
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

「
た
た
き
台
」
で
は
、
「
財
政
構
造

改
革
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
、
長
年
に

わ
た
り
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
雇
用
・
経
済
状
況
が
厳
し
く
、
今

後
と
も
歳
入
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い

と
し
、
「
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
」

の
後
継
プ
ラ
ン
と
し
て
『
歳
入
歳
出
改

革
』
『
国
へ
の
制
度
提
言
』
『
公
務
員

制
度
改
革
』
を
改
革
の
柱
と
し
、
自
律

ン
に
つ
い
て
は
継
続
の
方
向
性
を
示
し

て
い
ま
す
。

「
歳
入
確
保
」
と
し
て
は
「
府
有
財

産
の
活
用
と
売
却
」
「
基
金
の
活
用
」

「
債
権
管
理
の
強
化
対
策
」
を
挙
げ
、

使
用
料
・
手
数
料
に
つ
い
て
も
「
原
則

と
し
て
フ
ル
コ
ス
ト
（
資
産
の
価
値
や

直
接
的
な
経
費
の
ほ
か
、
人
件
費
、
維

持
管
理
費
な
ど
）
で
積
算
し
た
使
用
料
・

手
数
料
を
徴
収
す
る
」
と
し
、
小
中
学

生
の
入
場
料
が
無
料
の
施
設
の
有
料
化

ま
で
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
債
権
回
収
の
民
間
委
託
も
検

討
さ
れ
て
お
り
、
府
民
の
生
活
状
況
を

省
み
な
い
「
債
権
回
収
」
が
横
行
す
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
自
動
車
税
、
府
民

税
な
ど
の
府
税
の
超
過
課
税
も
検
討
す

る
と
し
て
お
り
、
府
民
の
消
費
を
さ
ら

に
冷
え
込
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
出
資
法
人
等
、
公
の
施
設

の
さ
ら
な
る
見
直
し
も
掲
げ
、
府
民
牧

場
、
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
な
ど
４
施
設

に
つ
い
て
廃
止
、
子
ど
も
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
障
が
い
者
交
流
促
進
セ

ン
タ
ー
、
昆
虫
館
（
箕
面
公
園
）
、
都

市
緑
化
植
物
園
（
服
部
緑
地
）
、
府
営

公
園
の
プ
ー
ル
な
ど
11
施
設
を
「
抜
本

的
な
あ
り
方
検
討
」
と
し
て
い
ま
す
。



 

 

「
公
務
員
制
度
改
革
」
の
目
的
で
は
、

「
が
ん
ば
っ
た
職
員
が
報
わ
れ
、
や
る

気
を
引
き
出
す
」
「
府
民
の
理
解
と
支

持
を
得
る
」
「
多
様
な
人
材
の
登
用
を

通
じ
、
価
値
観
の
衝
突
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
引
き
出
す
」
を
掲
げ
、
「
現
行

制
度
の
課
題
」
と
し
て
「
国
以
上
の
格

付
け
（
わ
た
り
）
や
一
律
的
な
昇
格
」

「
現
給
保
障
等
に
よ
り
、
制
度
上
の
給

与
と
現
実
の
給
与
が
異
な
る
」
な
ど
と

し
て
、
①
独
自
給
料
表
の
導
入
（
職
務
・

職
責
に
応
じ
た
定
額
制
導
入
、
「
わ
た

り
」
や
一
律
的
な
昇
格
解
消
、
現
給
保

障
の
段
階
的
解
消
、
現
業
職
員
へ
の
技

能
労
務
職
給
料
表
（
仮
称
）
適
用
な
ど

の
検
討
）
②
管
理
職
手
当
（
職
務
に
応

じ
た
間
差
の
拡
大
）
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
今
回
当
局
が

「
課
題
」
と
し
て
あ
げ
た
事
項
は
、
い

ず
れ
も
06
年
の
給
与
構
造
改
悪
時
に
今

回
の
「
目
的
」
と
同
じ
理
由
で
当
局
自

ら
が
提
案
し
た
制
度
で
あ
り
、
給
与
水

準
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
全
国
に
も
例

を
見
な
い
「
２
級
落
と
し
」
や
評
価
制

度
の
賃
金
リ
ン
ク
を
強
行
し
ま
し
た
。

そ
の
引
き
下
げ
た
給
与
水
準
さ
え
、
独

自
カ
ッ
ト
の
継
続
・
拡
大
に
よ
り
一
度

た
り
と
も
ま
と
も
に
支
払
わ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

評
価
制
度
は
毎
年
複
雑
化
・
不
透
明

化
し
、
「
が
ん
ば
っ
た
職
員
が
報
わ
れ

る
」
ど
こ
ろ
か
圧
倒
的
多
数
の
職
員
が

納
得
で
き
な
い
ま
ま
「
寛
大
化
」
を
理

由
に
評
価
を
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
賃
金

抑
制
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
こ
と
は
一

層
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
も
全
職
員
が
自
ら
の

職
務
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、

「
や
る
気
を
引
き
出
す
」
な
ど
と
現
在

「
や
る
気
が
な
い
」
か
の
よ
う
な
文
言

を
並
べ
る
前
に
、
ま
ず
約
束
し
た
給
料

を
支
払
う
こ
と
こ
そ
使
用
者
と
し
て
の

責
任
で
す
。

さ
ら
に
、
「
現
給
保
障
」
な
ど
と
意

図
的
に
府
民
の
誤
解
を
あ
お
り
な
が
ら

そ
の
「
解
消
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

実
態
は
「
昇
給
停
止
」
の
上
に
カ
ッ
ト

が
重
な
り
、
現
給
な
ど
保
障
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
経
過
措
置
は
、
人
事
院

で
さ
え
ほ
と
ん
ど
の
民
間
企
業
が
給
与

カ
ッ
ト
時
に
経
過
措
置
を
設
け
て
い
る

と
し
て
、
府
人
事
委
員
会
も
そ
の
必
要

を
勧
告
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
「
た
た
き
台
」
に
は
、

職
員
の
生
活
保

障
の
観
点
は
一

切
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。
す
で
に

人
事
委
員
会
が

自
ら
の
役
割
を

放
棄
し
て
、
水

準
引
き
下
げ
を

前
提
と
し
た
独

自
給
料
表
作
成

な
ど
の
「
調
査
・

研
究
報
告
」
を

行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
こ

こ
に
示
さ
れ
た
方
向
性
が
職
員
の
生
活

を
無
視
し
て
さ
ら
な
る
給
与
水
準
の
引

き
下
げ
を
狙
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

当
局
は
具
体
的
内
容
を
一
切
示
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
府
職
労
は
労
使
協
議
も

行
わ
ず
、
勤
務
労
働
条
件
の
大
改
悪
の

方
向
性
を
一
方
的
に
公
表
し
た
こ
と
に

断
固
と
し
て
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
撤
回
を
求
め
る
も
の
で
す
。

任
用
制
度
に
つ
い
て
は
、
①
本
庁
部

長
の
任
用
（
知
事
と
価
値
観
を
共
有
し
、

各
部
局
の
政
策
推
進
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
要
と
な
る
職
に
ふ
さ
わ
し
い
任
用
制

度
と
す
る
た
め
、
庁
内
外
を
問
わ
ず
人

材
登
用
で
き
る
仕
組
み
の
検
討
）
②
課

長
級
昇
任
の
見
え
る
化
（
課
長
級
昇
任

考
査
を
導
入
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

を
重
視
し
た
任
用
）
③
採
用
試
験
の
見

直
し
（
地
域
主
権
の
進
展
を
見
据
え
た

人
材
確
保
を
行
う
た
め
、
組
織
と
し
て

求
め
る
人
物
像
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

募
集
の
時
期
や
方
法
、
採
用
試
験
内
容

等
の
見
直
し
）
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
「
目
的
」
で
は
「
価
値
観
の

衝
突
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
す
」

な
ど
と
し
な
が
ら
、
本
庁
部
長
は
「
知

事
と
価
値
観
を
共
有
し
」
課
長
級
は
そ

の
た
め
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」
で

任
用
、
採
用
で
も
「
求
め
る
人
物
像
」

を
示
し
て
採
用
方
法
を
見
直
す
と
し
て

お
り
、
結
局
は
知
事
の
価
値
観
に
合
う

人
材
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
本
庁
部

長
の
政
治
的
な
任
用
は
、
行
政
の
政
治

的
中
立
性
や
安
定
性
を
ゆ
が
め
、
知
事

が
変
わ
る
こ
と
に
伴
い
、
政
策
の
継
続

性
を
損
な
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
「
組
織
人
員
体
制
の
見
直
し
」

で
は
「
一
般
行
政
部
門
職
員
数
の
削
減
」

と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
の

５
年
間
で
、
21
年
度
当
初
比
９
０
０
人

の
職
員
削
減
、
「
ポ
ス
ト
管
理
」
と
し

て
、
部
長
級
・
次
長
級
の
ス
リ
ム
化
、

「
出
先
機
関
の
見
直
し
」
と
し
て
、
別

表
の
と
お
り
、
廃
止
・
統
合
、
あ
り
方

検
討
、
独
法
化
の
方
向
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
職
員
へ
の
さ
ら
な
る
労

働
強
化
と
と
も
に
、
府
の
事
業
を
廃
止

し
、
あ
る
い
は
市
町
村
や
民
間
に
丸
投

げ
し
、
府
民
生
活
を
切
り
捨
て
て
、
広

域
課
題
と
大
企
業
の
競
争
支
援
の
た
め

の
道
州
制
に
移
行
さ
せ
る
た
め
に
大
阪

府
を
解
体
す
る
方
向
性
を
さ
ら
に
明
確

に
し
た
も
の
で
す
。

府
職
労
は
、
地
方
自
治
体
の
役
割
を

放
棄
し
、
府
民
と
職
員
へ
さ
ら
な
る
犠

牲
を
押
し
付
け
な
が
ら
大
阪
府
を
解
体

す
る
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
に
断

固
と
し
て
反
対
し
、
広
範
な
府
民
と
の

共
同
を
ひ
ろ
げ
て
た
た
か
う
も
の
で
す
。


